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、 、 

参加対象者

福祉及び教育関係者、



、 

・本大会における録音・録画・スクリーンショット等は禁止といたします。また、これらを用いた引

　用、転用、配信、公開等を禁止といたします。御理解御協力いただきますよう、よろしくお願い

　いたします。

・本大会における記録として写真を撮影させていただく場合がございます。報告書作成以外の目的

　での使用はしませんので、御了承願います。

・お申し込み後の参加費の返金には応じかねます。あらかじめ御了承ください。

・大規模災害等で大会が中止になった場合は、報告書等での対応とさせていただきますので、御了承

　ください。　

分科会によっては参加定員を設けております。

お一人様

Mail:jidou-miyagi@mwt.co.jp



　宮城県角田市、白石市、仙台市の児童館から

「震災から今」の防災・減災活動や震災の教訓

を活かす児童館での取り組みなどを発表します。

いつやってくるかわからない地震・津波・洪水・

豪雨などの自然災害時に、「自分の命は自分で守

ること」を子どもたちにそして未来へ伝えたい

と思います。

　震災以降、被災した藤倉児童館や仙台市内４

児童館で行ったアートを通した心のケア支援活

動「SOAT と児童館協働プロジェクト」の経緯を

説明しながら、これからの子どもたちに必要な

「遊びのカタチ」とは何か、サポートする大人

の役割とは何かを考えていきます。

　皆さんは「コミュニティ・スクール」は

ご存知ですか？

これからの学校は、学校や家庭だけではな

く、豊かな地域資源との連携・協働によっ

て支えていくようになります。ここではこ

れからの児童館の関わり方、在り方につい

て一緒に考えていきます。

　子どもが地域を作り上げていく大切な

一員だということを、地域の方々に認知

してもらうために児童館が出来ることは

何か？

参加者の皆さんと共に「子どもの参画」の

大切さ・楽しさ・面白さを学んでいきます。



　コロナ禍は児童館の課題や可能性を改めて気づかせてくれました。厚生労働省担当者より最新の健全

育成施策を学ぶとともに、子どもたち、地域のために健全育成活動を続けている児童館の取り組み事例

を紐解きます。この時代に求められる児童館活動とは何か、そして、これからの在り方について考えて

いきます。



　わくわく♪どきどき♪遊びの力は無限大。しかし、コロナの影響もあり、子どもたちが従来のよう

には遊べない、様々な変化が起きています。子どもの育ちに不可欠な遊び。遊びの価値を知り、保障

する児童館・児童クラブの仲間たちとともに、 “遊び”の意義を再確認し、全国の仲間と社会発信

できる遊びをクリエイトしよう！ 

　東日本大震災後、企画デザインの段階から子どもたちが参加して、建設された石巻市子どもセンター

らいつの事例から「子どもにとって一番よい児童館とはなにか？」を子ども参加の視点を大切に参加者

みんなで考えます。グループワークを通して、参加者それぞれが自分の現場に持ち帰ることができる学

びの場をつくります。

・震災を経験した職員と子どもたちとのクロストーク

・グループに分かれて、クロストークから感じたことや、各現場を振り返ったときの課題などを

　共有し合います。

・災害を経験している児童館の方から未来へ向けたメッセージ

　この分科会には、“答え”も“結論”も用意されていません。みなさん自身、そして児童館・児童

クラブの中にある、それぞれのさりげないエピソードがテーマです。毎日のちょっとうれしいこと、

悩んだり迷ったりしていること、イラっとすること、何気ないできごとの一つひとつを、ゆっくり語

り合ってみませんか。

“わたし”の日常の中に、仲間たちが共感したり勇気づけられたり…語り合う先に見えてくるものが

答えかもしれません。






